
 

 

 

 

 

 

 

○職場体験～７・８年生が生き生きと体験できました！～ 
新型コロナウイルス感染防止対策と臨時休業による学習の遅れ

を取り戻すため、多くの行事を延期・中止してきましたが、子ども

たちの「学び」を深める大切な行事という認識から、本校の教育の

４つの柱の１つである「キャリア・ふるさと」教育の一環として、

７・８年生の職場体験を実施いたしました。 

（写真：tette で図書館業務の説明を真剣に聴く８年生→） 

【働くことの喜びや楽しさ、難しさ等を実感する中で『大人への階段』を登る】 

 ６月２４日（水）・２５日（木）に実施した職場体験。７年生は１

日間、８年生は２日間の体験でした。あいさつや笑顔の大切さを感

じた生徒、どうしてよいかわからなくなった時に職場の方にフォロ

ーしてもらった生徒、想像していた以上にその仕事の魅力を感じた

生徒等々、様々な職場で様々な場面があったと思います。現場でし

か味わえない「リアリティー」こそ、働くことの意味や自分の将来

の姿に直結する「学び」であり、もしそこに夢や目標が見えたので

あれば、その実現に向け「自分磨き」が始まるのではないでしょう

か。 （写真：車にも犬にも愛情を注ぐ職場の方々の姿勢を学んだ８年生→） 

【頑張る子どもたちは、地域の活力源になる！】 

ある事業主様からは、「コロナ対応で疲れていたけれど、一生懸命

頑張る生徒たちから元気をもらいました。」という言葉をいただき

ました。ありがたいです。出口が見えないコロナ禍の中、そしてお忙しい中、生徒たちを受入

れて下さった各事業所の皆さんに心より感謝申し上げます。 

 
 
 
 
 
 

○９年生は私立高校説明会を実施しました 
6 月 25 日（木）、保護者の皆様にもご参加いただき、９年生の 

私立高校説明会を実施いたしました。生徒たちは真剣に各高校の 

先生方の説明を聴いていました。 
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○「民報号」がやってきた！！ 

６月２４日（水）の３、４校時、

５年生の総合的な学習の時間に、

福島民報新聞社のバス「民報号」が

来校し、出前授業をしていただき

ました。 

新聞、テレビ、ラジオなどさまざ

まなメディアの特長について説明を受けた後、５年生はイン

ターネットの情報と新聞記事の違いについて真剣に考えて

いました。 

さらに、新聞記事からそれぞれ気になる記事を探してノー

トに貼る作業を行い、選んだ理由や自分の考えをまとめる活

動を行いました。新聞の読み方や文章の書き方、見出しの書

き方などにも理解を深めることができました。また、「民報

号」の記者の方に、今回の稲田学園の授業の様子を伝える「号外」を作っていただき、５年生

全員に贈呈していただきました。（写真左）福島民報社の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

○学び続ける教師だからできる「授業」があります 
新型コロナウイルスによる学習内容の遅れを取り戻しながら、私た

ち教師は、常に授業を磨かなければなりません。なぜなら、授業は生

き物であり、様々な条件の下、いかに一人一人の子どもの心に火をつ

けることができるかで日々勝負しているからです。今年度も、稲田学

園は積極的に授業研究を進めて行きます。 

６月２４日（水）の３校時、３年国語科の授業研究会を行いました。

「こそあど言葉ってなにかな？」というめあてで、指示する語句の役割を理解し、使い分けや

会話で使う際の注意点について考える授業でした。 

友だちと実際に「これ」「それ」「あれ」「どれ」などを使ってやり取

りをする３年生は、とても意欲的に自分の考えを発表しました。また、

会話で使う際に気をつけなければならない注意点にも気づくことが

できました。今回の授業では、協力しながらみんなで学ぼうとする一

体感や温かい雰囲気のある３年生を感じることができました。 

 

★ことばのちから(7) 「人生は夢だらけ」 
先日 9 年生の学級活動にお邪魔して、岩瀬地区中体連の代替え大会が開催されないことが決

まったことを説明するとともに、これからの人生で夢を大切にして生きていってほしいという

話をしました。その際、『夢は逃げない、逃げるのはいつも自分だ』とか、『「夢」と書いて「み

らい」と読む』などいくつかの言葉を紹介しました。9 年生のみんなが、コロナ禍の中でも目

標を見失うことなく夢を持って頑張ってほしいと強く願っています。そして、もう一つ夢に関

する言葉を思い出しました。それがこの言葉です。この「夢だらけ」というところの前向きさ

が、なんとも心に残る表現です。 


